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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年 6 月 8 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

記 

 

●業績予想の修正について 

平成 24年 4 月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 23年 5月 1 日～平成 23年 10月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

5,405  

百万円 

264  

百万円 

266  

百万円 

150  

円 銭 

25.59  

今回発表予想（Ｂ） 5,380  335  334  198  33.76  

増減額（Ｂ－Ａ） △25  71    68    48     

増 減 率（％） △0.5 26.9 25.6 32.0  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 23 年 4 月期第 2 四半期） 
4,360 82 84 48 8.23 

 

平成 24年 4 月期第 2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 23年 5月 1 日～平成 23年 10月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

5,006  

百万円 

247  

百万円 

283  

百万円 

170  

円 銭 

29.14  

今回発表予想（Ｂ） 4,890 304 331 200 34.01  

増減額（Ｂ－Ａ） △116 57 48 30  

増 減 率（％） △2.3 23.1 17.0 17.6  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 23 年 4 月期第 2 四半期） 
－ － － － － 



（注）当社は、平成23年4月期第2四半期においては、四半期個別財務諸表を開示していないため、平成23年4月

期第2四半期の個別経営成績の記載をしておりません。 

 

修正の理由 

(１) 第2四半期連結累計期間業績予想の修正理由 

売上高は前回発表予想額より25百万円減少の5,380百万円と修正いたします。 

主力事業であります防護服・環境資機材事業におきまして、当第1四半期より福島第一原子力発電所及び周

辺の復旧作業や、その他被災地における復旧作業等で防護服、手袋等保護具の需要が活発でありましたが第2

四半期に入り、若干需要が落着いたため、売上高については225百万円予想額を下回る見込みです。 

一方、たたみ資材事業の売上高は東北地域の震災復興需要もあり、130百万円予想額を上回る見込みです。

またアパレル資材事業及び中国子会社の売上高においても日中連携案件の成果により70百万円予想額を上回

る見込みです。これらにより全体の売上高は前回発表予想額を25百万円下回る見込みです。 

利益につきましては、防護服・環境資機材事業、たたみ資材事業において、比較的利益率の高い商品の売

上高が大きく、また全社では一部設備の修繕計画を見送ったこと等の要因がありました。これらにより全社

での営業利益は前回発表予想額より71百万円増加の335百万円、経常利益は68百万円増加の334百万円、四半

期純利益は48百万円増加の198百万円に各々修正いたします。 

(２) 第2四半期累計期間個別業績予想の修正理由 

売上高は前回発表予想額より116百万円減少の4,890百万円と修正いたします。 

また、営業利益は前回発表予想額より57百万円増加の304百万円、経常利益は48百万円増加の331百万円、

四半期純利益は30百万円増加の200百万円に各々修正いたします。 

修正理由につきましては、(１)の 第2四半期連結累計期間業績予想の修正理由と同様の理由です。 

 (３) 通期連結及び個別業績予想について 

通期業績につきましては、連結及び個別とも現時点では、業績予想を変更しておりません。 

防護服・環境資機材事業におきまして、引続き震災復興関連の需要に応えてまいりますが、需要が上半期

に比べ落着きつつある状況であり、また全国的には景気低迷に加え、海外を含めた災害の影響や急激な円高

等により企業の生産活動は依然本格化せず、鉄鋼業界及び汚れ作業向けの需要が低迷しております。 

利益面につきましても、第2四半期累計期間において相応の利益を計上することができる見込みですが、全

般的には依然市況が悪く利益面の圧迫等が予想され、現時点において通期の業績予想を修正する状況にあり

ません。 

今後、通期の業績予想を修正する必要が生じた場合は、速やかに開示いたします。 

 

（注）上記の連結業績予想及び個別業績予想は、現時点における入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、様々な要因により予想値と異なる可能性があります。 

 

 

以   上 


